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選　

評

　

山
本　

夏
希
（
文
学
部
日
本
文
学
科
四
年
）

　
　
『
源
氏
物
語
』「
陽
成
院
の
御
笛
」
考

　
　
　
　

─
准
拠
と
そ
の
も
た
ら
す
も
の
─

　

山
本
夏
希
の
論
は
、『
源
氏
物
語
』
横
笛
巻
の
「
陽
成
院
の
御
笛
」
の

準
拠
に
つ
い
て
、
歴
史
上
の
陽
成
院
の
「
赤
笛
」
に
も
と
め
る
こ
と
に
よ

り
、
柏
木
か
ら
薫
へ
と
相
伝
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
意
義
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
課
題
は
、
す
で
に
、
中
世
の
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
花
鳥
余

情
』
に
「
天
暦
三
年
右
大
臣
捧
先
皇
賜
勤
子
内
親
王
箏
譜
三
巻
左
衛
門
督

執
赤
笛
一
管 

元
貞
保
親
王
笛
歟
左
兵
衛
督
将
螺
筝
一
面
元
良
親
王
物
有

哥
音 

奏
名
而
献
之
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
近
年
で
も
、

相
伝
に
つ
い
て
は
、
小
嶋
菜
温
子
氏
が
「
笛
の
相
伝
の
物
語
を
、
一
人
の

人
間
あ
る
い
は
彼
の
家
の
相
伝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
留
ま
ら
な
い
も
の
と
さ

せ
た
王
権
の
主
題
」
で
あ
る
と
述
べ
、
準
拠
に
つ
い
て
は
、
横
山
勇
気
氏

が
「「
陽
成
院
」
は
歴
史
上
の
陽
成
天
皇
だ
と
考
え
る
他
な
い
だ
ろ
う
。

学
生
懸
賞
論
文
発
表

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
・
別
科
在
籍
者
）

　

佳
作

　
　

山
本
夏
希
（
文
学
部
日
本
文
学
科
四
年
）

　
　
　
『
源
氏
物
語
』「
陽
成
院
の
御
笛
」
考

　
　
　

─
準
拠
と
そ
の
も
た
ら
す
も
の
─

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選

　
　

石
隈
聡
美
（
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
一
年
）

　
　
　

鯰
絵
と
板
元
（
本
誌
７
月
号
に
掲
載
）

　

佳
作

　
　

座
安
浩
史
（
文
学
研
究
科
文
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
三
年
）

　
　
　

格
助
詞
の
後
ろ
に
つ
く
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ

　
　
　
「
ガ
」
の
用
法
─
石
垣
市
方
言
を
具
体
例
に
─

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）
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同
時
に
、
柏
木
の
笛
、
す
な
わ
ち
「
陽
成
院
の
御
笛
」
は
、
こ
の
「
赤

笛
」
を
準
拠
と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

山
本
夏
希
の
論
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
て
、
柏
木
の
横
笛
の

相
伝
の
準
拠
を
も
と
に
、
新
た
な
物
語
論
、
作
品
論
を
志
向
し
た
と
こ
ろ

に
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

山
本
夏
希
論
の
主
な
指
摘
は
、
一
つ
、『
朝
覲
行
幸
部
類
』
正
暦
元
年

正
月
十
一
日
の
記
録
を
も
と
に
、「「
赤
笛
」
は
村
上
朝
で
は
藤
原
師
輔
・

安
子
が
所
有
し
、
公
的
な
場
で
、
こ
の
「
赤
笛
」
を
天
皇
へ
の
贈
り
物
と

す
る
こ
と
で
、
天
皇
家
と
の
つ
な
が
り
を
密
に
し
て
き
た
、
い
わ
ば
藤
原

摂
関
家
の
栄
躍
の
証
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
、「｢

赤
笛｣

は
、
摂
関

家
を
つ
い
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
頼
忠
か
ら
公
任
へ
と
受
け

継
が
れ
た
名
器
だ
っ
た
」
と
し
た
点
、
二
つ
、「『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て

も
、
藤
原
氏
で
あ
り
、
内
大
臣
家
の
嫡
流
で
あ
る
柏
木
と
薫
に｢

陽
成
院

の
御
笛｣

を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柏
木
は
子
で
あ
る
薫
に
、
自
身
は

果
た
せ
な
か
っ
た
内
大
臣
家
の
繁
栄
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

た
」
と
し
た
点
、
三
つ
、「｢

陽
成
院
の
御
笛｣

は
、
薫
の
栄
華
の
象
徴
で

あ
る
と
同
時
に
、
内
大
臣
家
の
栄
華
と
繁
栄
の
証
と
し
て
、
物
語
に
描
き

出
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
点
な
ど
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
、
三
点
目
の
指
摘
に
は
、「
陽
成
院
の
御
笛
」
の
準
拠
に
基
づ
い

た
上
で
、
な
ぜ
、
宿
木
巻
に
お
い
て
、
柏
木
の
横
笛
の
相
伝
が
内
臣
家
の

栄
華
と
繁
栄
の
証
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
よ
り
紡
ぎ
出
さ
れ
る
物
語

の
主
題
は
何
か
と
い
う
問
題
が
内
在
し
て
い
る
と
思
量
さ
れ
る
。
ま
た
、

研
究
史
で
掲
げ
た
小
嶋
菜
温
子
氏
の
論
を
肯
定
す
る
の
か
、
否
定
す
る
の

か
、
論
と
し
て
の
研
究
史
上
の
問
題
も
残
る
。

  

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
山
本
夏
希
の
論
が
『
源

氏
物
語
』
準
拠
論
の
研
究
史
に
か
け
が
い
の
な
い
課
題
を
提
起
し
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。

　

座
安　

浩
史

　
　

格
助
詞
の
後
ろ
に
付
く
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
「
ガ
」
の
用
法

　
　
　
　

─
石
垣
市
方
言
を
具
体
例
に
─

　

本
論
文
は
、
琉
球
方
言
と
全
国
共
通
語
が
接
触
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た

い
わ
ゆ
る
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
の
う
ち
、
石
垣
市
方
言
の
ウ
チ
ナ
ー

ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
で
用
い
ら
れ
る
強
調
を
表
す
助
詞
「
ガ
」
に
つ
い
て
、
用

法
を
記
述
し
た
上
で
、
琉
球
方
言
内
の
地
域
差
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
成

立
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
用
語
と
し
て
琉
球
方
言

内
全
域
で
の
同
様
な
現
象
を
扱
う
語
と
し
て
は
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
ど

の
よ
う
な
現
象
と
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
様
々
な
見
方
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
用
語
に
問
題
は
あ
る
が
、
石
垣
市
方
言
に
つ
い

て
も
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
と
い
う
語
を
用
い
、定
義
は
高
江
洲
（2002

）

に
よ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
「
ガ
」
は
、
意
味
や
用
法
の
点
で
伝

統
的
な
方
言
の
係
助
詞du

と
共
通
す
る
点
が
多
い
が
、
伝
統
的
な
方
言

で
同
様
にdu

を
用
い
る
沖
縄
本
島
豊
見
城
市
上
田
方
言
の
ウ
チ
ナ
ー
ヤ

マ
ト
ゥ
グ
チ
で
は
、
こ
の
「
ガ
」
は
み
ら
れ
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
地
域
差
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
、
沖
縄
本
島
で
も
か
つ
て
は

用
い
ら
れ
て
い
た
の
が
、
共
通
語
化
の
進
み
方
の
遅
速
あ
る
い
は
伝
統
的

な
方
言
の
違
い
に
よ
り
、
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。

　

ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
用
法
を
精
緻
に
記
述
し

た
も
の
は
少
な
く
、
ま
た
従
来
の
報
告
の
多
く
が
、
沖
縄
本
島
方
言
の
も

の
で
あ
っ
た
。
本
論
文
は
そ
の
よ
う
な
中
で
、
石
垣
市
方
言
に
お
け
る
ウ

チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
に
つ
い
て
記
述
し
、
さ
ら
に
琉
球
方
言
の
中
で
も

地
域
差
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
点
で
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の

用
法
を
、
伝
統
的
な
方
言
・
全
国
共
通
語
と
の
関
係
の
中
で
示
そ
う
と
し

た
意
欲
的
な
論
文
で
あ
る
。
現
在
ま
さ
に
変
化
の
過
程
に
あ
る
現
象
を
緻

密
に
記
述
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
琉
球
方
言
の
変
化
の
み
な
ら
ず
言

語
変
化
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
座
安
氏
に
望
む
の
は
、
同
様
の
「
ガ
」
が
み
ら
れ
る
宮
古
島
や
西

表
島
（
永
田1996

）
の
状
況
も
含
め
、
伝
統
的
な
方
言
のdu

と
「
ガ
」

の
異
同
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。du

は
格
助
詞
以
外
の
助
詞
や
他
の
品
詞
に
も
接
続
す
る
。
で
あ

れ
ば
、「
ガ
」
の
意
味
をdu

と
全
く
同
じ
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
な
ぜ
強
調
を
表
す
語
形
が
「
ガ
」
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
も
含
め
、
助
詞
の
体
系
を
考
慮
に
入
れ
た
考
察
を
期
待
す
る
。
さ
ら

に
、
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
用
語
を
含
め
座
安

氏
な
り
の
見
解
を
示
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

な
お
、
文
章
表
現
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
推
敲
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
例
文
の
示
し
方
な
ど
に
つ
い
て
も
工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

以
上
、
望
む
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
が
、
興
味
深
い
内
容
で
あ
り
、
今
後

の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
で
き
る
研
究
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

参
考
文
献

高
江
洲
頼
子2002

「
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
文

学
解
釈
と
鑑
賞
』67

（7

）

永
田
高
志1996

『
地
域
語
の
生
態
シ
リ
ー
ズ　

琉
球
編　

琉
球
で
生

ま
れ
た
共
通
語
』
お
う
ふ
う
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平
成
二
十
七
年
度　

國
學
院
雜
誌
学
生
懸
賞
論
文
募
集

一
、
応
募
資
格
：
第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
生
・
別
科
在
籍
者
）

　
　
　
　
　
　
　

第
二
部
門
（
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

一
、
枚　
　

数
：
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
〜
四
〇
枚
以
内

一
、
テ
ー
マ
：
題
目
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

但
し
、
未
発
表
学
術
論
文
に
限
る
（
卒
業
論
文
も
可
）

一
、
締
切
日
：
平
成
二
十
八
年
三
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

一
、
入　
　

選
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
５
万
円
）

　
　

佳　
　

作
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
３
万
円
）

一
、
発　
　

表
： 

入
選
論
文
お
よ
び
す
ぐ
れ
た
佳
作
論
文
は
本
誌
に
掲
載

予
定

一
、
選　
　

考
：
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会

一
、
投
稿
先
：
國
學
院
大
學
総
合
企
画
部
広
報
課

　
　
　

詳
し
く
は
本
誌
表
紙
裏
面
を
参
照


